
(1) 1月下旬号 大村市政だより (560号う昭和44年 1月20日

市政だよりは、市民のみなさ

んにご協力していただくこと

や、市の行事、お知らせなど

を掲載しております。家族み

んなでお読みください。
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写真く富ノ原にて〉

冬 の 陽ざしで をとおして心地よく膚に感じ、草を取る

手も今日ばかりはかるく、農作業も予想冷たい北風にくもり空がつづく今日乙の

ごろ、ひさびさの青空に大気もなんとな 以上にはかどる.

冷えきっていた大地も今日はなんとなく

暖かい手ざわりに感じ、ふと耳をすます

くやわらぎあたたかい陽ざ L。寒さにち

じこまっていた麦畠も、この陽気に一面

青々として大きく背のびしているようだ

背にうけるイツパイの陵ざしは、野良着

と、ひそかな春の息吹きと、足音さ fき

乙えてくるようだ.
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が をし係 神 ぎ規本 塁1IIIIIIIIII/IIIIII/IHlIIJIIIIJ 小雪まじりの寒風の中で
増全覚 、各 に る 律 市本士重
加国えか 位満 団 厳 の白川喜
し 的 、 ぎ のち 結 正消 こ長 t 雲
てに 感りりあのに防 こ害重
い火激なりふもし出に韮霊
る災にいしれとて初、守喜
傾 発 た 期いた 、、式 伝 の言
向生え待 勇消 奉ーに統 要雲
にのまと 姿防 仕糸列に己呈
あ件せ信に団の乱席 輝 国霊
る 数 ん 頼接関 精れ し く 霊

E 

-

霊写し 放横 お 車 な種長自 揚 ど 台十 消 式 強
霊 真 た 水 の こ 柄 ま ど 功 問 掲 に 多 式が 名 団場 風 こ
雲 。演大な部たが 労 問要は 数 は参を 員 にとの
喜八 習 上い隊、あ 者 回じ 列 、加は と はい自
主 観 を戸 、の 式り の 機巳ま e 席 釆しじ 消 、 うは
霊 閲 市 川そ順終ま表械、りの賓ま め 防 紺壁、
三す 民河 ので 了 じ 彰 器 来 、な 、し、 署 ハ 天 小
童る に 畔 あ市後た‘具賓 市 か被た 消 員 ツ 侯雪
雲 市 被に と 中 徒 。分点 抑長 で表。 防約 ピで ま
霊 長 露 お消行歩 日ヲIj検辞 告 国彰 車 六姿しじ
童 V し い防進部 行 、、 辞旗 者 十百 のたり
雲 まて 署 を 隊 進各 市 掲 な 八二 各 が の

式
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初出防消

り大村市政だよ

-
こ
と
し
の
大
村
市
出
初
式
が

一
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
市
民

会
館
前
広
場
で
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
.

と
き
、
わ
が
大
村
市
に
お
き
ま

し
て
は
、
昨
四
十
三
年
は
↓
昨

年
に
く
ら
べ
著
し
く
減
少
し
、

損
害
額
に
つ
い
て
は
、
三
O
パ

ー
セ
ン
ト
程
度
に
止
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ひ
と
え

に
消
防
団
関
係
各
位
の
積
極
的

な
予
防
消
防
の
推
進
と、

有
事

に
際
し
適
切
に
し
て
敏
速
果
敢

な
消
防
活
動
の
成
果
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

歳
末
警
戒
に
あ
た
っ

ノ¥

て
は
、
年
末
で
ご
多
忙
な
身
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
家
事
を
か
え

り
み
る
こ
と
な
く
)
不
眼
不
休

で
警
戒
の
任
に
あ
た
ら
れ
ま
し

た
お
陰
で
、
市
民
と
ぞ
っ
て
明

る
い
越
年
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
各
位
の
ご
労
苦
の
賜
で
あ

り
、
こ
こ
に
六
万
市
民
を
代
表

し
て
深
堪
な
る
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

近
年ー
、
生
活
が
高
度
化
さ
れ

日
常
生
活
が
た
い
へ
ん
便
利
に

r 
p 

な
っ
た
こ

と
は
‘
ま
こ
と
に
結

構
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
反

面
、
化
学
製
品
の
家
庭
で
の
需

要
が
著
し
く
増
加
し
‘
こ
れ
ら

に
起
因
し
た
災
害
に
よ
り
、
死

傷
者
を
と
も
な
づ
た
憂
慮
す
べ

き
事
故
が
続
出
し
て
い
る
ん
」
と

は、

周
知
の
，と
お
り
で
あ
り
ま

す。

現
在
国
に
お
い
て
、
消
防

の
化
学
化
、
常
備
化
が
推
進
さ

，れ
て
い
る
ゆ
え
ん
も
、
こ
の
よ

う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の

治
安
対
策
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん

大
村
市
に
お
き
ま
し
て
は
、

昭
和
四
十
年
四
月
に
消
防
署
が

設
置
さ
れ
、
本
年
で
四
年
の
歳

月
を
経
過
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
間
、
年
次
計
画
に
よ

り
施
設
の
整
備
と
人
員
の
増
強

を
図
り
、

伝
統
あ
る
消
防
団
と

相
提
携
し
て
、

消
防
力
の
充
実

強
化
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た

救
急
業
務
に
つ

い
て
も
、

急

じ勢 てに も署夜 増
〆てーのr 、強 本心員をす
お 発市 力市かの 分 る
り 展 民なはらごた 交
ま.応 の 地 、感 苦 ず通
す 全'福頃十謝 労 奮事
が力祉 関万 しに斗故
、を増 発都 ま対さに
消 傾 進 を 市 す し れ備
防 注 と 推づ 。ま ずこえ
闘 い 、 進く し 消
係 た市しり て 防昼

各
位
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、

重

大
な
消
防
任
務
の
遂
行
と
郷
土

発
展
の
重
責
を
双
肩
に
託
さ
れ

た
担
な
い
手
と
し
て
覚
悟
を
新

た
に
さ
れ
、
市
民
に
愛
さ
れ
信

頼
さ
れ
る
消
防
人
と
し
て
、

自

重
自
愛

一
層
の
ご
精
進
を
お
願

い
申
上
げ
ま
す。

00市営アパートあいつぎ完成00
改良住宅竹松アパート (中層耐火構造 4階建)

が、昨年12月20日に完工し入居しました。このア

パート は、古 くなった竹松住宅を取りこわして建

てられたものです。 また市営旭町アパ ート B棟

写
真
n 
巴h
フE

成
し
た
竹
松
ア

ト
LJ 

です。このB棟の完成により、旧市役所跡にはA

棟(改良住宅5階建30戸入 C棟 (二種4階建16戸〉

を含めた72戸の旭町団地ができあがりま した。

〈中層耐

火構造 4

階建〉が1

25日完

工予定で

今月中に

入居でき

る見込み

教
育
講
演
会
の
開
催

教
育
講
演
会
を
つ
ぎ
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来
聴

く
だ
さ
い
。

マ
日
時
二
月
六
日

午
後

一

時
か
ら

マ
場
所
市
民
会
館
ホ
l
ル

マ
演
題
こ
れ
か
ら
の
子
供
の

教
育
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か

，
マ
講
師

西
宮
市
教
育
長

万
弥
館
正
世
先
生

'万
弥
館
先
生
は
、
新
ら
し
い

教
育
の
理
念
に
も
と
づ
い
て

ラ
ン

ド
セ
ル
屡
止
、
地
区
公

民
舘
の
設
置
な
ど

一
連
の
施

策
を
通
じ
て
、
学
校
教
育
と

家
庭
、
社
会
教
育
の
果
す
べ

き
役
割
を
明
確
に
打
出
し
て

-

全
国
的
に
も
有
名
に
な
ら
れ

た
方
で
す。

，、
E 
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大村 市政だよ

、

;人;
一
二
二
九
名

こ
と
し
市
内
で
成
人
し
、
お

と
な
の
仲
間
い
り
を
し
た
人
は

千
百
二
十
九
名
で
、
い
ま
ま
で

の
最
高
で
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
若
人
た
ち
を

お
祝
い
励
ま
す
た
め
の
成
人
式

を
、
成
人
の
自
の
一
月
十
五
日

午
前
十
時
か
ら
市
民
会
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
お
こ
な
い
ま
し
た

り(3) 

一一国体会場に通じる道路を舗装一一

市では、国体のラグビー会場となる工業高校横の県営放虎原

ラグビ一場に通じる道路を舗装しました。 舗装された道路は、

4 

の
若
人
が
門
出

こ
の
日
、
あ
す
の
希
望
に
み

ち
あ
ふ
れ
た
八

百

余

名
の
若

人
が
出
席
し
ま
し
た
が
、
市
長

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
来
賓
の

お
祝
い
や
励
ま
し
の
こ
と
ば
を

う
け
、
こ
れ
に
対
し
成
人
代
表

山
本
正
則
さ
ん
は
「
社
会
人
と

し
て
の
人
格
を
高
め
、
互
い
に

協
力
し
て
明
る
い
平
和
な
社
会

協和町入

口の芳l

印刷所横

から自動

車試験場

入口まで

の市道12

50メート

ノレです。

の
建
設
に
ま
い
進
し、

尊
敬
さ

れ
信
頼
さ
れ
る
人
聞
に
な
る
よ

う
努
力
す
る
。
」
ま
た
、
平
山

展
子
さ
ん
は
「
お
と
な
に
な
っ

た
意
義
を
よ
く
芳
え
、
強
く
正

し
く
責
任
の
あ
る
社
会
人
と
し

て
ま
じ
め
に
生
き
る
よ
う
努
力

す
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い

誓
い
の
こ
と
ば
を
の
べ
ま
し
た

ま
た
、
式
終
了
後
、
講
演
、

新
成
人
座
談
会
な
ど
の
記
念
行

事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

一一国体会場入口を花で飾る自衛隊一一

自衛隊大村部隊の国体支援室では、 西大村中学校入口に面し

た市道ぞいの部議敷地約 570メー下ルを、花ジユヲタンで、飾

ることになりましたc とこは国体ソフトボール会場の入口附

近にあたる場所で、計画によると、サルピヤとマリーゴーノレド

など約2万本を市が提供するものを植えつけるもので、花壇づ

くりは今月下旬からおこなうことになっております。また、す

でに設置してあるフラワーポットに菊の大輪を植えつけるため

現在 3千本の苗を育成中です。
人

以

大

人

以

人

以

一一国体大村案内地図寄贈一一

北九州市小倉区の善隣出版社は、国体会場などを掲載した長

崎国体大村案内地図 2万 5千枚を大村市に寄贈しました。この

地図は各世帯へも 4月に配布の予定です。

言戸有権者数は.
人 43.12. 20確定 j 

マ ~ 35. 087人 -----.J

女
ー マ の 録 挙 た 十 昨
八男 と者人大日年
、ーお数名村に十
八六 りは簿市確こ
五 、 でつのの定月
二二すぎ登選しニ

成
人
と
国
民
年
金

満
二
十
才
に
な
る
と
、
社
会

的
に
法
律
上
の
行
為
能
力
が
あ

た
え
ら
れ
、

民
法
や
刑
法
な
ど

の
法
律
の
責
任
が
課
せ
ら
れ
ま

た
選
挙
権
が
あ
た
え
ら
れ
ま
す

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も

一
つ
の
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
、

満
二
十
才
に

な
る
と
、

厚
生
年
金
や
共
済
組

合
加
入
者
と
そ
の
配
偶
者
、
国

民
年
金
以
外
の
制
度
か
ら
年
金

を
う
け
る
人
と
そ
の
配
偶
者
や

昼
間
部
の
高
校
、
大
学
の
学
生

を
除
い
た
す
べ
て
の
人
が
、
か

な
ら
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

人

マ

一計
三
五
、

O
八
七
入

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
出
受
付
は
、
市
民
課
ま
た
は

出
張
所
で
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
と
く
に
新
有
権
者
の
登

録
も
れ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で、

満
二
十
才
に
な
っ
た
と
き

は
、
か
な
ら
ず
手
続
を
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

な
い
も
の
で
す
。

年
金
と
い
え
ば
、
ま
だ
先
の

こ
と
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が

年
金
は
若
い
う
ち
か
ら
少
し
づ

っ
準
備
し
て
い
く
も
の
で
、
最

近
の
よ
う
な
交
通
事
故
を
考
え

ま
す
と
、

老
後
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
い
つ
ど
う
い
う
事
故
に

あ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
に
は
、
障
害
年
金
や
母
子

年
金
、
遺
児
年
金
な
ど
の
年
金

給
付
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月

額
二
百
五
十
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

成
人
の
日
を
機
会
に
、

国
民
年
金
の
必
要
性
を
自
覚
し

す
す
ん
で
加
入
の
手
続
を
と
っ

て
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
消
費
税
は
貴
重
な
市
の
財
源
で
す
。

た
ば
こ
は
ぜ
ひ
市
内
の
小
売
庖
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

'irYI;'， eb''$'tI'eiv.l;iO::;引
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保
育
所
の
炊
事
婦
さ

ん
募
集

市
で
は
、
保
育
所
に
勤
務
す

る
炊
事
掃
を

つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

マ
資
格

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学

校
教
育
法
に
よ
る
中
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す

る
者

①
就
学
児
童
以
上
の
二
l
三

人
の
家
族
構
成
で
保
育
所

に
住
込
み
可
能
の
者

①
昭
和
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
十
三
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
女
子

マ
試
験
の
内
容

円
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

知
能
と
教
養
に
つ
い
て
の
筆

記
試
験
、
身
体
検
査
、
面
接

な
ど

マ
試
験
の
期
日

一
月
三
十
日
午
前
九
時

マ
願
書
受
付
期
間

一
月
二
十
日
か
ら

一
月
二
十

九
日
正
午
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
人

事
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

交
通
事
故
の
巡
回
相
談

県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
一

月
の
事
故
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お

り
お
こ
な
い
ま
す
。

相
談
に
は
専
門
の
相
誌
員
が

応
じ
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
で

お
こ
ま
り
の
人
は
お
気
軒
に
ご

相
淡
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
一
月
二
十
九
日
午

前
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
ま
で

マ
場
所
市
役
所
第
二
会
議
室

養
護
学
校
の
生
徒
募
集

県
立
諌
早
養
護
学
校
で
は
つ
日

ぎ
に
よ
り
昭
和
四
十
山
年
度
の

生
徒
を
募
集
し
ま
す

マ
入
学
資
格
と
条
件

①
学
令
に
あ
る
児
童
お
よ
び

こ
と
し
の
四
月
一
日
に
学

令
に
達
す
る
者

①
身
体
障
害
が
同
定
し
た
者

で
、
一
言
語
障
害
が
な
く
基

昭和44年 1月20日

|原
|爆

喜左
修者

?に
就

原
爆
被
爆
者
に
、
技
能
修
得

お
よ
び
就
職
の
支
度
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
該
当
者
は
二
月
十

日
ま
で
に
社
会
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

マ
技
能
修
得
資
金

特
別
被
爆
者
の
う
ち
低
所
得

職

者
で
、
県
内
の
公
立
職
業
訓

練
所
に
寄
宿
舎
ま
た
は
通
所

生
と
し
て
入
所
し
技
能
を
修

得
す
る
者

マ
就
職
支
度
金

特
別
被
爆
者
で
低
所
得
者
で

あ
る
者
ま
た
は
そ
の
者
と
生

、，-J
 

支
度
金
を
支
給

計
を
一
に
す
る
子
で
、
経
済

的
自
立
を
凶
る
た
め
県
内
の

公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て

常
用
労
働
者
と
し
て
就
職
す

る
者
。

な
お
く
わ
し
い
ζ

と
は
社
会

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

本
的
動
作
が
だ
い
た
い
で

き
る
者

①
知
能
障
害
を
と
も
な
わ
ず

集
団
生
前
に
支
障
が
な
い

者

マ
募
集
人
員

巾
学
校

一

年

十
J

名

小
学
校
二
年
1
六

年

若

干

名中
学
部
教
育
相
談
に
応
じ

ま
す

マ
願
書
受
付
期
限
二
月
二
十

日
ま
で

マ
そ
の
他
入
学
希
望
者
は
返

信
用
切
手
同
封
の
う
え

諌
早
市
真
崎
町
一
六
七

0
1

一
長
崎
県
立
諌
同
一
養
護
学

校
へ
直
接
山
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

実施場所 実施月日

萱瀬出張所 2月 7日 ゅ ω2
三浦診療所 2月10目 み:30-12:00 のi

鈴田出張所 中 止 母
竹松出張所 2月14日 9:30-15:30 

検子
松原出張所 2月17日 9:30-12:00 
福重出張所 2月18日 9:30-12:00 f診

育
児
学
級
の
開
催

一
月
の
育
児
学
級
を
つ
ぎ
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

マ
開
催
日
時
一
月
三
十
日
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
ま

で
マ
場
所
竹
松
本
町
公
民
鈍

ム
対
象
竹
松
地
区
で
昭
和
四

十
年
八
月
一
日
か
ら
昭
和
四

十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

マ
講
師
大
村
保
健
所
山
本
栄

養
士

マ
内
容

栄
養
に

つ
い
て

畜
産
技
術
練
習
生
の

募
集

県
白
川
原
種
斉
院
で
は
、
昭
和

四
十
四
年
度
の
畜
産
技
術
棟
習

生
を
つ
ぎ
の
と
お
っ
募
集
し
ま

す。マ
募
集
人
員
十
名

マ
修
業
年
限
一
年

マ
受
験
資
格
中
学
校
卒
業
以

上
マ
願
書
締
切
一
一
一
月
十
日

く
わ
し
い
こ
と
は
農
林
水
産

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

V
暖
房
器
具
の

.
ぐ
あ
い
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
?

使
い
っ
ぱ
な
し

で
安
心
し
て
い

る
と
、
不
完
全

燃
焼
を
お
こ
し

ま
す
。
た
ま
に
は
そ
う
じ
を
し

て
器
具
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

三
時
ご
ろ
ま
で
の
暖
い
時
聞

を
選
び
ま
し
ょ
う
。

①
外
出
の
時
は
十
分
に
着
こ
み

暖
か
く
し
て
出
ま
し
ょ
う
。

①
夜
中
の
ト
イ
レ
は
感
心
し
ま

せ
ん
。
シ
ピ
ン
を
室
の
中
に

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
便
通
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

@
湯
上
り
後
は
す
ぐ
に
寝
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

卒

中

予

防

の

生

活

法

@

老

人

の

室
に
火
鉢
を
つ
か
う

脳
卒
中
の
シ
!
ズ
ジ
で
あ
る
の
は
一
酸
化
炭
素
の
関
係
で

冬
を
無
事
に
過
し
て
い
た
だ
く
血
圧
を
上
げ
る
も
と
で
す
か

た
め
に
、
つ
ぎ
の
こ
と
を
守
り
ら
、
ス
ト
ー
ブ
に
す
る
か
、

ま

し

ょ

う

。

む

し

ろ

電

気

コ

タ

ツ

の

ほ

う

①
外
出
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
が
安
全
で
し
ょ
う
.
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